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  血による宥め（一）


「勝利者」誌 一九一四年 第六巻 七月号 掲載。


  



身代わりのいけにえの必要性を、世の人々は太古から直感的に悟っていた。以下は、あらゆる文明の中で最も古いアッカド文明からの楔形文字で記された文章である。「人のための身代わりの小羊。その小羊を、ささげる人は自分の命のためにささげる。小羊の頭を彼は自分の頭のために与え、小羊の背中を自分の背中のために与え、小羊の胸を自分の胸のために与える」云々。


身代わりの思想は、まさに歴史の黎明期から世の人々の心の中に存在した。しかし身代わりは、待望する実際の贖いをこのように模索するうちに、人間になった。たとえば、アテネのターゲリアと呼ばれる祭りでは、一人の男と女がその都から連れ出された。彼らは、無価値な人物であることを示す白と黒のいちじくの葉をまとって、その都の清めのために荒野のとある場所で厳かに焼かれ、その灰は汚れたものとして捨てられたのである。中国でも、ある古代の碑文には、国家的災厄の時に、皇帝が祭壇の前にひざまずいて、自分の民の罪の贖いのために供え物をしている像が描かれている。ガリアでは、ドルイド僧の間で、人の巨大な像が神々へのささげ物として火で焼かれた。その巨大な像は枝編み細工でできており、百名もの犠牲者で満たされていたのである。


中央アフリカ、アルメニア、エチオピヤ、ヒンダスタン、モンゴル、サウスシェトランド諸島、ペルー――人身御供がなかった国は皆無であることを知るのは衝撃的である。


宥めを目的とした身代わり


では、この恐るべき虐殺に関して、人は心の中でどう思っていたのだろう？あるエジプトの碑文が、それに優しく大いに答えてくれる。いけにえにされようとしている一頭の雄牛に、一人の人の姿が描かれた印が押された。この印には、両手を後ろに縛られて、剣の切っ先を喉に突きつけられている人の絵が描かれていた。その雄牛は滅びの運命にある人のために死んだのである……それは宥めを目的とした身代わりだったのである。ギリシャでは、いけにえとして選ばれた無頼漢が国家の咎のための宥めとして海に投げ込まれた。次のような常套句と共に処刑されたのである――「汝、我らのために清めるものとなれ」。つまり、「救い・贖いの手段」である、と古代の歴史家であるスイダスは付け加えている。そのいけにえは明らかに宥めだったのである。


このように、動物のいけにえでは不適切だと感じたので、人になったのである。さらに、ささげる者にとって最も大切な人がいけにえとして選ばれる場合もあった。とても痛ましいのが子供のいけにえだった。彼らは二つの理由で選ばれた――（１）最も無垢な者として、彼らは咎ある者の身代わりになることができた。また、（２）彼らはささげる者にとって最も愛する、最も貴重ないけにえだった。両親らは彼らを抱きしめてキスすることで彼らの叫びを止めた。いけにえは沈黙しなければならなかったからである。いけにえは全く自発的なものでなければならなかったため、子供か親が泣くと、宥めの効力は失われたのである。カルバリの必要性に対するなんと盲目的な予感！メキシコでもささげる者は、宥めによって益を受けるために、いけにえの体に触れなければならなかった。また、エジプト人はどんな動物の頭も味わおうとしなかった。その頭に他人の罪を負っているかもしれなかったからである。ユダヤ人は伝統的に、聖書は全く別として、ささげる者にこう述べるようにさせていた、「ああ、神よ、私は罪を犯しました。悪行をしてしまいました。あなたの御前で違反を犯してしまいました。ご覧ください、今、私は悔い改めます。自分の悪事を本当に申し訳なく思います。このいけにえを私のための宥めとしてください」。ささげる者がいけにえに触れることで両者は一体となり、身代わりは完全なものとなった。それは信仰の手で受け取ることだったのである。


神は人身御供を拒絶された


さて、神はこれらの人身御供をどう思っておられるのだろう？「彼らはトペテの高き所を築いて、自分の息子と娘を火で焼いた。これはわたしが命じたこともなく、わたしの心に浮かんだこともなかった」（エレミヤ七・三一）。エホバがイサクをいけにえとすることを拒絶して、雄羊を身代わりとされたことは、彼は人身御供を全く拒絶されることを一度かぎり永遠に啓示する。人身御供を神が拒絶される理由は明確である。罪人は他の罪人の宥めには決してなれないのである。「私の違反のために私の長子を、私の魂の罪のために私の胎の実をささげるべきだろうか？」（ミカ六・七）。「人はだれも自分の兄弟を贖うことも、自分のための贖いの代価を神に払うことも決してできない」というのに。そのため、「永久に放っておかなければならない」（詩篇四九・七）。罪人のために罪人をささげることは、無益ないけにえに殺人を加えることである。


まだ、この問題はこれで終わらない。罪を宥めることができるのは血だけであることをすべての民族、すべての諸国民が感じてきたのは、どういうことか？その理由は明らかに、咎に対する恐れであり、死だけが律法違反を償えることを感じていたことである。親たちが本能を抑えて自分の赤ん坊を灼熱の血生臭い死に渡すほどだったからには、彼ら自身の咎と破滅の意識はさぞや恐るべきものだったにちがいない。人身御供は恐るべき、残忍なものだったが、それにもかかわらず、唯一の必然的な宥めの方法だったのである。それが人の必要という巨大な深淵の中に不浄な反響を引き起こしたのである。それは贖ってくださる救い主を求める世人の叫びだったのである。


そして救い主が来てくださったのである！「なぜなら、雄牛と山羊の血は罪を取り除くことができないからです。こういうわけで、彼は世に入って来て言われます、『あなたはいけにえやささげ物を望まないで体を（注：人身御供のために。人の罪の身代わりを実現するには避けられない）わたしのために備えてくださいました。全焼のささげ物と罪のためのいけにえを、あなたは喜ばれませんでした』。その時、わたしは言いました、『見よ、わたし（注：偉大な全焼のささげ物であり罪のためのいけにえである）は、あなたのみこころを行うために、ああ神よ、来ました』。彼は第一のものを取り去られます（注：つまり、以前のすべてのいけにえのことである）それは第二のものを打ち立てるためです。そのみこころによって（注：つまり、神の御旨にしたがってであり、それによって世の基が据えられる前から小羊は屠られていたのである、神が罪人たちを愛してくださったからである）イエス・キリストの体が一度かぎり永遠にささげられたことを通して、私たちは聖別されたのです」（へブル十・四～十）。


なぜなら、私たちの主の死は唯一無二のものとして際立っているからである。霊感された書の先例を見ても、いけにえ・贖いの死として讃えられたり認められたりしている死は皆無である。主の死は四福音書の大きな部分を占めており、命を死に服させたものとして位置づけられている。主ご自身、それを背教を避けるための殉教とは決して見なされなかったし、むしろ、ご自身の命の確固たる目的はいけにえとなることだと見なされたのである。また、千九百年の間、神と共に歩んで、神を理解していた人々はみな、そのように受け入れてきたのである。イエスのいけにえは世のための一つの偉大な全焼のささげ物として際立っている。「この方は私たちを愛して、ご自身を私たちのために、神へのささげ物、またいけにえとしてささげられたのです」（エペソ五・二）。


血による宥め


普遍的な慣習――それはすべての時代を遡るものであり、すべての諸国民中に広まったものである――は、このようにいけにえの血を流すことである。すでに見たように、人はこれを本能的に知っている。これはまた神の定めでもあるのだろうか？ピタゴラスやプラトンのような太古の著者たちは、あまりにも奇妙な慣行について文句を述べている――それは理性にとってとても忌まわしいものであり、自然宗教の命じるところに全く反するものである――そのような慣行が当時世界中に広まっていたのである。現代の旅行者たちが証言するように、それは依然として人類同様世界中に広まっている。しかし、死んだ動物の血は神を喜ばせることができたのだろうか？最初のいけにえについて想像してみよ。人によって殺された動物はまだいなかった。食べるために屠られた被造物はまだいなかった。礼拝のために血を流すことを聖なる人の本能は要求していなかった。それでもアベルは自分の小羊ののどを細心の注意を払って切った。すると、その血が地面を濡らした。心臓が最後の鼓動を終えた時、その死体は炎に包まれた。そして、火がそれを焼き尽くして物言わぬ灰に帰した。命でみなぎっている血が注ぎ出されることは、悲劇的な恐るべきことである。それが神を喜ばせられるのだろうか？疑うことも否定することもできない情報源から発した命令によってのみ、血による宥めというこの悲劇に人類は導かれえたのである。


そうであることがわかる。なぜなら、いと高き方はアブラハムに（創世記十五・九）、ヨブに（四二・八）いけにえを命じ、モーセにきわめて精緻ないけにえの体系を与えられたからである。それは世人がこれまで知らなかったものである。しかし一度ならず*、実際の火が天から下って、神の是認を証明したのである。それゆえ、神は最初のささげ物を受け入れられたのである。ご自身がそれを命じられたからである。



* レビ九・二四。士師記六・二一。一列十八・三八。一歴二一・二六。二歴七・一。



すべてのいけにえの最初のものである、アベルのいけにえが、すべてのいけにえ――神聖なものであれ異教のものであれ――に対する教訓的手がかりを与えてくれる。彼の唯一可能な動機が、その後のすべてのいけにえの動機でもあったのである。というのは、怒った神の恐ろしい口調が不従順な家族の耳に依然として鳴り響いていたからである。痛感したアベルはこのように感じたにちがいない、「私はもはや、子供のような無邪気さや感謝の念で紅潮しつつ神の御前に出ることはできません。彼が私を造られた御旨を私は破ってしまいました。私は罪を犯しました。今や私は罪です。このいけにえが焼かれて灰にされるのと同じように、私はまさに死に値します」。稲妻は火であるだけでなく、触れるものを即死させる火である。死んだいけにえの上に落ちた稲妻は、ささげ物をささげる生者の上に落ちていれば、その人を即死させていただろう。しかし神の稲妻が落ちる瞬間、それはいけにえによって逸らされて、ささげる人にではなく小羊の上に落ちたのである。アベルは神の赦しを感じただろう。自分の罪にもかかわらず、自分の命が助かったことを、彼は理解したのである。「神はどういうわけか喜んでおられます。その原理は私にはわかりません。どのようにして無垢な動物が私の咎ある人の魂の代わりになれるのか、私にはわかりません。私が知っているのはただ、私は火を免れたということだけです――女の裔が砕かれたのでしょうか？」。命には命を、であることを彼は理解したのである。


アベルのいけにえ


しかし、神は喜ばれたのだろうか？私たちは今、いけにえについての神の最初の啓示に到達する。「信仰によってアベルは」自分の小羊を「ささげました」（へブル十一・四）。そして、「信仰は聞くことにより、聞くことは神の御言葉による」（ローマ十・十七）ので、神はアベルにそうするよう告げられたにちがいない。さもなければ、動物を生きたままささげてはならないことを、どうしてアベルは知ることができただろう？どの動物がいけにえか、どうしてわかっただろう？ご自身の可愛い生き物を屠っても神はお怒りにならないということが、どうしてわかっただろう？いけにえが人の考案したものだったとき、神は到底いけにえを受け入れようとされなかった。そのため、ナダブとアビフの非正規の独断による香（レビ十・二）は即座に死に遭ったのである。さらに、神は命のためにすでに屠っておられたのである。


屠られた最初の動物は、神によって屠られた（創世記三・二一）。人の食用のためではない。それは千年後はじめて許可された。そうではなく、人を覆うためである。命が奪われたのは、命が維持されるためだった。命には命を、だったのである。異教のいけにえはみな、堕落した人類の直感を明らかにするだけでなく、原初の啓示を反映するものでもあったのである――とはいえ、それを捻じ曲げるものでもあったのだが。


血を流すことの神聖な意味が、今や現れ始める。そしてそれは私たちに、卓越した啓示という一つの高価な真珠によって、決定的に啓示されている。死は決して神にとって喜びではなく、悲劇的な恐るべき必要事なのである。「肉の魂は血の中にあるからである。そして、わたしはそれを」――魂を含んでいる血を――「あなたたちに与えた。それは祭壇上であなたたちの魂のために贖いをなすためである」――つまり、覆うためである――「なぜなら」、その中にある「魂のゆえに贖いをなすのは血だからである」（レビ十七・十一）。魂には魂を、である。血には何の不思議な力もないが、その中に魂がある。そして、その中にある魂と共に血が注ぎ出される時はじめて、強烈な死が確実なものとなり、魂が魂のために与えられたのである。それゆえエホバは、あわれみのゆえに、血をすべていけにえのためだけに用意されたのである。「あなたたちのだれも血を食べてはならない。わたしがそれをあなたたちに与えたのは、祭壇上で贖いをなすためである」。魂には魂を、である。*



* このように自分自身の命つまり自分の命にとって、魂にとって、動物的な命の座は血の中にある――命を命の代わりにしてくれる方が見つからないかぎり、各人に責任がある。そのような方が見つかった場合、血は自分の頭から保証人の頭の上に移される。「だれであれ、あなたの家の戸口から通りに出て行くなら」と斥候たちはラハブに言った。「その人の血はその人の頭に帰します」――つまり、その人は自分自身を救わなければならず、自分の責任で自分の命を担わなければならない――「私たちに咎はありません。だれであれ、あなたと一緒に家にいるなら、その人の血は私たちの頭に帰します」――つまり、その人の命の責任を私たちが負うことになり、その人の命のために私たちの命が危険にさらされるのである。それゆえ、ユダヤ人たちがイエスについて、「彼の血はわれわれの上に」（マタイ二七・二五）と言ったまさにその瞬間、彼は彼らの血をご自身の上に担おうとしておられたのである。血には血を、魂には魂を、命には命を、だったのである。それゆえ、「血を流すことがなければ、赦しはありません」（へブル九・二二）。命には命を与えなければ、律法は満たされず、魂は清められず、罪は取り去られず、「罪を犯す魂は死ぬ」（エゼキエル一八・四）という判決は撤回されないのである。



神の上に降りかかった悲劇


この卓越した啓示は今やその圧倒的絶頂に達する。悲劇が神の上に降りかかったのである。羊や雄牛の血の中には魂がある（黙示録十六・三）。ではなぜそれには贖いのための価値が全くなかったのか（ヘブル十・四）？その中に人の魂がなかったからである。贖いのためのいけにえは、罪を犯した者と同じ性質を帯びていなければならない。一人の人が人々のために死ななければならない。動物ではだめだし、御使いでもだめである。「悲しみの人であり、彼は自分の魂を死に至るまで注ぎ出された。あなたは彼の魂を罪のためのささげ物とされた」（イザヤ五三・三）。しかし、なぜ他の人はそうできなかったのか？性質上罪のない、神聖な価値のある魂を持つ人はだれもいなかったからである。全人類のための贖いをなせるのはただ神だけだったのである。「だれも自分の兄弟を買い戻すことも、自分のための贖いの代価を払うことも決してできない」（詩篇四九・七）。神と等しい方だけが、無限に及ぶ完全ないけにえを成し遂げて、それを行いえたのである。「おお、剣よ、目を覚ましてわたしの牧者を攻め、またわたしの仲間である人を攻めよと、万軍の主は言われる」（ゼカリヤ十三・七）。なぜなら私たちは「神がご自身の血で買い取られた神の教会」（使徒二〇・二八）だからである。エホバが「あなたたちがそれを食べる日、あなたたちは必ず死ぬ」と言われた時、彼は、もし贖いがなされねばならないようなことがあれば、ご自身の上に死の判決を下すことになるだろうことをご存じだったのである。


それゆえ（一応注意しておくと）どのいけにえも――特にカルバリは――裁きの恐ろしさを軽減するのではなく、むしろ大いに強めるのである。なぜなら、聖なる律法の恐ろしさが、罪人を公に罰する場合よりも、カルバリにおいて無限に示されるからである。なぜか？彼は罪のない、聖なる、神聖な方だったにもかかわらず、神はご自身の御子さえも容赦されなかったからである。律法は罪のない方を打つことを――彼が罪人の立場を取られたがゆえに――一瞬たりとも躊躇しなかった。だとすると、どうして律法が罪人自身を容赦するだろう？また、矯正的であるだけでなく懲罰的でもある罰はみな、今や、不道徳であり報復的であると述べられることがしばしばあるが、もしどの罰も矯正的なものにすぎないなら、どうしてそもそもそれがキリストの上に降りかかったのだろうか？


カルバリは失われている者の過酷な運命を啓示する。罪なき十字架が、破られた律法の威光の恐るべき天罰として、永遠に立つ。「罪を犯す魂は死ぬ」（エゼキエル十八・四）。律法の呪いがカルバリを見逃した魂から取り去られることは、決してありえないのである。


  



  血による宥め（二）


「勝利者」誌 一九一四年 第六巻 八・九月号 掲載。


  



カルバリは神の御業である――というのは御子が、永遠の御霊を通して、ご自身を御父にささげられたからである――それゆえ、それを超えるものは皆無である。罪深い世に関するかぎり、神の愛はすべてを成し遂げている。その御業は十分なものなので、包括的・決定的である。第二のカルバリはありえない。もしキリストが私のいけにえでないなら、私が自分自身のいけにえにならなければならない。そして、罪はやむことがないので、いけにえもまたやむことはないだろう。


だから祭壇――その上ですべてのいけにえがささげられた――は、カルバリに関する神の明確な具体的絵図であり、世の基が据えられた時にまで遡るものである。祭壇はみな、その上で人が足を休めたことが一度もない、土と切り出されたのではない石で築かれた（出エジプト二〇・二五）――ゴルゴタの丘でも同じように、刻まれていない土や石で詰まった一つの祭壇が神の御手で築かれた。各祭壇の上に、そして木の上に、いけにえが横たえられた――同じように十字架は、その台座にはめ込まれて立てられる前に、カルバリに横たえられて、私たちの主はそれに釘付けられた。世界大の贖いという方位磁石の四方位を指し示す祭壇の四つの角はみな、いけにえの血で覆われた――同じように、釘が打ち込まれた時、血が額、両手、両足から流れ出て、その木の四つの枝の上に滴り落ちた。また、各祭壇の下に意図的に設けられた空洞の中に、いけにえの魂を含む血の残りが注がれた――同じように兵士の槍が聖なる血の残りを十字架のふもとに注ぎ出して空にし、私たちの主の魂*はアビスに（ローマ十・七）、地の低い部分に（エペソ四・九）、いけにえの山の地下深くにある空洞の下界に下って行ったのである。



* 「彼は死に至るまで自分の魂を注ぎ出された」――つまり、その中に魂を伴う血である。なぜなら神は、「彼の魂を罪のためのささげものとされた」（イザヤ五三・十、十二）からである。あるいは、私たちの主ご自身が述べておられるように、彼が「来たのは、自分の魂を多くの人のための贖いの代価として与えるため」（マタイ二〇・二八）だからである。



それゆえ、あらゆるいけにえの起源の裏で、神はカルバリを計画しておられたのである。最初から彼は、すべての血を咎を覆うものとして（レビ十七・十～十二）ご自身のために用意しておられたのである。それは、咎なき魂がすべての咎ある魂の上に注がれて、身代わりと覆いになるためである。身代わりのゆえに覆いとなるためである。というのは、「その不法を赦された者、またその罪を覆われた者は幸い」（ローマ四・七）だからである。エデンの戸口でいけにえの血が流され、さらに族長たちや預言者たちがそれを絶え間なく継続し、律法の下で、きわめて精巧な儀式体系、神の御心に満ちた式典となったが、そのようなものを世人はかつて見たことがなかった。その中から、一つの決定的で、十分な、唯一の供物が突然現れたのである。その前では予表はすべて消え失せざるをえない。神聖ないけにえをささげるすべての人に向かって、神は事実上、「彼が来るまで、あなたたちは主の死を告げ知らせるのです」と言われたのである。いけにえは、カルバリ前の主の晩餐だったのである。どの契約下でも、祭司たちは、吸収する信仰によって、自分たちの唯一の贖いを前に・後ろに向かって指し示すものを摂取したのである。*



* それは、パンとぶどう酒――つまり、肉体から流し出された血であり、両者はいけにえとして分けてささげられた――が今や、いけにえの肉と血に取って代わって、永遠の記念となるためである。しかし、それら自体がいけにえなのではない。なぜなら代々にわたって、罪を取り除くいけにえは一つだけだからであり、それはすでにささげられているからである。「そうでなければ、彼は世の基が据えられて以来、たびたび苦しまなければなりませんでした。しかし今や、諸時代の終わりに当たって、彼はご自身をいけにえとしてささげることによって、罪を取り除くために現わされたのです」（へブル九・二五）。



それは絶えず広がりつつ登って行き、完全な贖いへと至るものだった。人のための小羊――アベル。家族のための小羊――ノア。一家のための小羊――エジプトでのイスラエル。国家のための小羊――贖いの日のイスラエル。最後に、世界のための小羊――「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」（ヨハネ一・二九）。


最初のいけにえは小羊だった。小羊が毎日、千六百年間ささげられた。最後のいけにえ――これも小羊だった――は贖いのいけにえを永遠に廃止した。旧約聖書では二回小羊として名が挙がっており（イザヤ五三・七、エレミヤ十一・十九）、福音書と使徒行伝では三回（ヨハネ一・二九、三六、使徒八・三二）、書簡では一回（一ペテロ一・十九）、しかし黙示録では二十八回その名が挙がっている。彼のいけにえとしての称号は永遠の代々にわたって私たちの主の格別な栄光である。「見よ、神の小羊！」（ヨハネ一・三六）。


小羊は誰か


小羊は誰かが、予型により啓示されている。おそらく、聖書全体のどの箇所よりも、その成就の箇所で、詳細に、驚くほど啓示されている。というのは、過越の小羊はキリストであると、明確に聖霊は述べておられるからである――「私たちの過越であるキリストが、いけにえとしてささげられたからです」（一コリント五・七）。十字架につけられたときの私たちの主についてそう述べられている（ヨハネ十九・三六）。聖霊がイエスの上に下って、知られざるいけにえをヨハネに啓示されたので、洗者は「見よ、神の小羊！」と叫んだ。聖書全体を通して、キリスト以外のだれも神の小羊とは呼ばれていない。また、神もひとりの小羊だけを思ってこられた。過越のたびにおびただしい小羊が屠られた――一家ごとに一匹の小羊がいたからである――エホバは「それらを屠れ」とは決して言わず、常に「それを屠れ」と言われた（出エジプト十二・五。六）。神聖ないけにえはみな、ただ「世の基が据えられる前から屠られていた小羊」（黙示録十三・八）だけを体現していたのである。


  



  血による宥め（三）


「勝利者」誌 一九一四年 第六巻 十・十一月号 掲載。


  



カルバリで、ごく細かな点に至るまで、無数の小羊のいけにえは終局に達する。


１．――過越の小羊は第一の月の十日に取られなければならなかった。「その（第一の）月の十日に、各自は小羊一頭を取らなければならない」（出エジプト十二・三）。その月にイエスは十字架につけられた。またヨハネは彼がエルサレムに入られた日を私たちに告げる。「イエスは過越の六日前にベタニヤに来られた」。そして「その翌日」――つまり過越の五日前に――「イエスはエルサレムに来られた」（ヨハネ十二・一、十二）。さて、過越の祭りは十五日だった。それゆえ――十五引く五で――私たちの主がエルサレムに着いたのは、まさに小羊が取られる日である、ニサンの月の十日だったのである。


２．――小羊はつながれる日に買われなければならなかった。家長はみな小羊一頭を取らなければならなかった。もし持っていなければ買わなければならなかった（出エジプト十二・三）。ベタニヤでの夕食が終わるやいなや、「その時、ユダは祭司長たちの所に行き、言った、『彼をあなたたちに渡したら、私に何をくれますか？』」（マタイ二六・十四）。九日の晩の六時はすでに過ぎていた。イエスは十日に買われたのである。預言されていたのと全く同じ額で買われたのである。「彼らはわたしの賃金として銀三十枚を量った」（ゼカリヤ十一・十二）。そして、この金は最終的にしかるべき人々に支払われた。「違反のためのささげ物からの金と、罪のためのささげ物からの金は、主の家に納められず、祭司たちのものとなった」（二列王八・十六）。それでユダは「銀三十枚を返して（中略）祭司長たちは（それらを）取って言った、『これを宮の蔵に入れるのはよくない』」（マタイ二七・三）。


３．――小羊は屠り場の中に四日間つないだままにされなければならなかった。「あなたたちはその同じ月の十四日まで、それを保っておかなければならない」（出エジプト十二・六）。十日から十四日までユダは買われた小羊を見張り続けた。それをいけにえとするためである。「彼らは銀三十枚を量って彼に与えた。そしてその時から、彼は彼を彼らに渡す機会をうかがった」。毎日（これには安息日も含まれたと思われる）昼はエルサレムですごし――安息日には旅をしなかった（ルカ十四・五〇、使徒一・十二）――夜はベタニヤですごした。十日からベタニヤの晩餐のときまで、イエスは殺すために付け狙われたのである。「彼女は葬りのために、わたしの体に前もって油を塗ってくれたのです」（マルコ十四・八）――戴冠のためではなく、いけにえのためだったのである。


４．――小羊は特別な出生・特徴・行動のものでなければならなかった。（１）それは初子でなければならなかった（出エジプト十三・二）。もし「彼女は初めての子を産んだ」（ルカ二・七）とあるとおりでなければ、イエスは小羊になれなかったのである。（２）それにはいかなる傷もあってはならなかった（申命記十七・一）。「あなたたちの小羊に傷があってはならない」（出エジプト十二・五）。そのゆえ、ピラトは「私は彼に何の過ちも見いださない」（ヨハネ十八・三八）と宣告したのである。また小羊を検査する祭司であるカヤパは、彼に不利な証言を偽りであると宣告した。*（３）預言者たちはメシヤのことを、彼は死ぬ日に黙している小羊のように立つと予告した（イザヤ五三・七）。「そしてイエスは彼に一言もお答えにならなかった」（マタイ二七・十四）。




* おそらく、磔殺に関する詳細に関して、大祭司による贖いの公の宣言ほど素晴らしいものはない。「カヤパはその年の大祭司だったので、『一人の人が民のために死んで、全国民が滅びないのは、あなたたちにとって益である』と言ったのである」。権威の座から発せられた、しかも、贖いの日に小羊をささげるイスラエルの公の頭首によって発せられた、驚くべき宣言である。そのため、聖霊は「ところで、彼はこれを自分から言ったのではなく」（ヨハネ十一・五〇）と付け加えておられる。モーセ律法の祭司職が、崩壊の苦しみの中で、その最後の預言的発言を発したのであり、贖いについて述べてこときれたのでる。



５．――小羊は特定の日に、集団の全会衆によって屠られなければならなかった。「彼らは第一の月の十四日に過越のいけにえを屠った」（二歴代三五・一）――食べたのではない。「イスラエルの全会衆は、二晩の間にそれを屠らなければならない」（出エジプト十二・六）。磔殺は十四日だった。なぜなら、「それは過越の準備の日だった」（ヨハネ十九・十四）からである。二晩の間とは第六時から第九時までのことである、とヨセフスは述べている。「さて第六時から暗闇が全地を覆った」――世がかつて経験した最も恐るべき日没である――「第九時まで。そして第九時頃に（中略）イエスは彼の霊を渡された」（マタイ二七・四五、五〇）。その月、その日、その時刻に、神の小羊は屠られたのである。「私たちの過越であるキリストが、いけにえとしてささげられたからです」（一コリント五・七）。さらにイスラエルの諸部族は、予型的に、祭司が教会を象徴する節では、諸国民を象徴する。「全会衆」とは、したがって、全人類である。それゆえ、十字架の所にセム人（セム）――ユダヤ人、アーリア人（ヤペテ）――ローマ人、クシ人（ハム）――実際に十字架を運んだキプリア人がいたのだった。啓示された三つの区分からなる全人類が、その死を幇助・扇動したのである。同じようにまた、ローマ人の百卒長が、ドイツ人の部隊の手により、スペイン人のピラトの命令の下で、自ら膨大なユダヤ人群衆によって威圧されて、イエスを十字架につけたのである。世界最高の民政的権威――地上で唯一の神聖な宗教的権威――であるイスラエルが（ネロの下での人口調査によると）エルサレム周辺に三百万人集まった――支配者たち、民衆、祭司たち、兵士たち、かたくなな犯罪者たちまでもが、主のそばに集まった――反対の声は一つもなく、「集団の全会衆」が小羊をいけにえとしてささげたのである。


６．――小羊の骨は一本も砕かれてはならなかった。「その骨を一本も砕いてはならない」（出エジプト十二・四六）。*サマリヤ人のいけにえはユダヤ人の儀式が今も生き残っているものだが、彼らは小羊の四肢を十字架の横木の上にのせて、木のくしで貫く。つまり、彼らは小羊を十字架に固定するのである――十字架につけるのである。ゴルゴタは絶壁の土塁であると言われてきた。石打ちの刑を宣告された犯罪者らはそこから投げ落とされたのである。もし私たちの主がそうされていたなら、彼は小羊にはなりえなかった。どのように神はそのために備えをされたのだろうか。タルムードによると、宮の破壊の四十年前に――つまり、あの磔殺の前年に――ローマ人はユダヤ人から極刑――石打ち――を科す権力を剥奪したという。それゆえ、私たちの主はローマ式の死を被られたのである。「ユダヤ人はピラトに言った、『私たちが人を殺すのは、許されていません』。これは、イエスがどんな死に方で死のうとしておられるかを示して語られた言葉が成就されるためだった」（ヨハネ十八・三一、三二）。しかし、骨を砕くおそれがまだ残っていた。木にかけられたユダヤ人について、律法はその日のうちに葬ることを命じていた。したがって、足を折ることによってのみ、葬りを可能とする死が確実なものになったのである。しかし、全世界の罪を担った御霊はすでに飛び去っておられた。「彼らがイエスの所に来ると、彼がすでに死んでおられたのを見たので、彼の足を折らなかった（中略）それは、『彼の骨は一つも砕かれない』という聖書が成就するためであった」（ヨハネ十九・三六）。**



* 小羊を焼かずに食べたり、水で煮たりしてもならなかった。ただ「火で焼」かなければならなかった（出エジプト十二・九）。御怒りを和らげたり、「わたしは渇く！」と叫ばれた方の苦しみを軽減したりするものが、いっさいあってはならなかったのである。


** もしこれが、遥かに巨大な、しかしまだ昇っていない太陽の光を反射する月でないとしたら――この多くの詳細はなんと無意味で、馬鹿げたものですらあったことだろう――エホバから発したものとは到底思えなかったことだろう。それは、神の小羊が現れる時、それが誰なのかを特定する一つの手段だったのである。代々にわたって次のことを証明する一つの証拠だったのである。すなわち、屠られた小羊が御座の中央におられるようになる遥か昔から、御父は屠られた小羊を御心に抱いておられたのである。「これらは来たるべき事柄の影であって、（これらの祭儀的影を投じる）その本体はキリストにあります」（コロサイ二・十七）。



７．――小羊の血だけが死の御使いから一家を守ることができた。上方のかもいに塗られた血――血による以外だれも天に上れないからである――と、右の門柱に塗られた血と左の門柱に塗られた血――血による以外だれも救いに入れないからである――と、敷居の鉢の中の血――救われた戸口はみな、このように十字架の四つの点で証印を押されるからである。*十字架につけられた方が、救われた各々の人と滅ぼす御使いとの間にかかっておられる。しかし、なぜ血が救うのか？罪が入り込む所に、死も入り込むからである。罪と死は永遠に組み合わさっている。どの家でも、したがって、小羊が死ぬか息子が死ぬかのいずれかだったのである。死が、すべての敷居を越えて、罪に続かなければならない。しかし、死がひとたび入り込んだ所には、死はもはや入り込まない。神の律法は同じ罪に対して二度打つことはない。小羊が中で死んでいたがゆえに、滅ぼす御使いは通り過ぎた。「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」（ヨハネ一・二九）。彼が打たれたがゆえに、私は打たれない。彼の死は私の命である。「今や彼の血によって義とされているのですから、私たちは彼を通して神の激怒から救われます」（ローマ五・九）。これ以上に明確な証拠があるだろうか？オークランドの二人の殺人者に、フランク・ホワイトの「幕屋の中のキリスト」の写しを、監獄付きの教誨士であるヒル司祭が貸したところ、彼らはそれを二人の看守と看守長と一緒に徹夜で学び、夜明けに彼と出会った時、「イエスは神の小羊です！」と叫んだ。その後、救われた改悛者として処刑台へと歩いて行ったのである。



* 出エジプト十二・二二で「鉢」と訳されている言葉――エジプト語では「敷居」と訳されている――は、士師十九・二七と二列十二・九では敷居と訳されている。七十人訳でもそうであり、「鉢の中の血」ではなく「戸口のそばの血」となっている。したがって、小羊が屠られたこの敷居を再び渡る背教者は、契約の血を俗なものと見なして足の下に踏みにじるのである（へブル十・二九）。復活の「朝まで、あなたたちのだれも、家の戸口の外に出てはならない」（出エジプト十二・二二）。



  



  血による宥め（四）


「勝利者」誌 一九一四年 第六巻 十二月号 掲載。Ｄ．Ｍ．パントンによる、キリストの勝利の贖いに関するこの素晴らしい一連の記事はパンフレットの形で得ることができます。


  



イザヤ五三章に関する以下のメッセージを、私たちの読者に心からお勧めします。それが心と思いの中に完全に吸収されるまで、何度も何度も読んで祈ってください。身代わりの福音からの昨今の背教の時代に、これらの小冊子が何百万もの人々に届けられるよう、私たちは願っています。


  



律法は屠られた小羊の絵図を全世界の前に示した。今、預言者たちが、その実体にさらに迫って、いけにえにされた人を啓示するのを、私たちは見いだす。彼らの預言のまさに核心であるこの人は、屠り場に引いて行かれる小羊のような人である。イスラエルは時としてエホバの僕と呼ばれている。しかし、この箇所のように「わたしの義なる僕」（イザヤ五三・十二）と呼ばれたことは決してない。またゼカリヤ三・八では、「わたしの僕であるその枝」はメシヤであることは明らかである。それゆえ、初期のユダヤ教のラビたちはみな、時――霊感を受けた預言者たちが、書き記された御言葉によって啓示した神の御心の時がいつなのか――も含めて解釈した。タルグムにさえ、「見よ、わたしの僕であるメシヤを」（イザヤ五二・十三）とある。一七〇〇年間、ユダヤ人はイザヤの絵図の中にメシヤを見てきた。そして、キリスト教会からの耐え難い圧迫の下で、彼らは初めて（紀元一一五〇年頃）その時までシナゴーグで一般的だった解釈を放棄したのだった。また、血による贖いをよく知っているユダヤ人なら、身代わりの受難者なる方に、何ら知的困難を覚えることはなかった。教会もまた十八世紀にわたって、この肖像が誰か特定していた。純粋な預言や血による贖いを疑う二、三の者たちだけが、その肖像の中にメシヤの御顔以外の別の人の顔を見いだしたのである。しかしこの十五の節（イザヤ五二・十三～五三章）が書き記されたのは、皆が同意しているように、少なくともキリストの数世紀前であり、彼の生涯に触発されたものではありえない。その生涯がその肖像を触発したのではなく、その肖像は（奇跡的な霊感によって）その生涯を予見するものだったのである。二千五百年の間、シナゴーグと教会はエホバの僕のことをメシヤであると同定してきたのである。


イザヤによるキリストの肖像


しかし、神は私たちを疑問の中に決して置き去りにされなかった。この肖像は十五の節から成り、三節ずつから成る五つの区分に分かれている。この五つの区分のどれも、聖霊は直接的にキリストに当てはめておられる。第一区分（イザヤ五二・十三～十五）についてパウロは、無知な諸国民に遣わされた僕のメッセージのことを、異邦人に伝えられたキリストに関する良い知らせであるとしている。第二区分（イザヤ五三・一～三）に関してヨハネは、イスラエルがイエスを拒否したことにより、不信仰に関する預言者の不滅の叫びが直接的に成就されたと見ている（ヨハネ十二・三八）。第三区分（イザヤ五三・四～六）に関してマタイは、キリストの癒しの奇跡の中に、私たちの病を担って私たちの病のために尽くしてくださる僕を見ている（マタイ八・十七）。第四区分（イザヤ五三・七～九）に関して、聖霊に満ちていたピリポは、聖霊の直接的命令の下で語り、その僕は誰なのかについての宦官の質問に、「彼にイエスを宣べ伝えることによって」（使徒八・三二）答えた。第五区分（イザヤ五三・十～十二）に関してマルコは、その二人の強盗こそエホバの僕が共に数えられるべき者たちだったことを示した（マルコ十五・二八）。どの区分でも、私たちの主が被られた苦難が挙げられており、こうして、その写真を言わば十字架の五つの傷で刺し貫く。この預言はあまりにも特別なものなので、もしそれがイエス・キリストにおいて成就したのでなければ、それを成就するために、別のカルバリや、神の御座への別の昇天が必要になるだろう。それゆえ、予言された身代わりの苦難と血による贖いから逃れることは決してできない。また、それがそのように成就されることはありえない。なぜなら五回、聖霊はすでにこの肖像はイエスであると断定しておられるからである。


私たちの主は疑いの最後の拠り所を自ら取り除かれた。彼はエマオへの途上、「聖書全体にわたり」――旧約聖書全体にわたり――「ご自身についての事柄」（ルカ二四・二七）を解き明かされた。また、カルバリへの途上、イザヤ五三章をご自身についての事柄の中に含めて、きわめて悲惨ではないにしても（イザヤ五三・十）、確かにきわめて痛ましい句をご自身に結び付けられた。「わたしはあなたたちに言う、『彼は不法な者たちの中に数えられた』と書かれていることは、わたしにおいて実現されなければならない。わたしに関わることにはある目的があるからである」（ルカ二二・三七）。旧約聖書の型や預言はみな、キリストという海の中に流れ込んで消え失せる川々である。このように、私たちの主はイザヤの預言がまさに一言一句成就されることを予期しておられたのである。彼は自分がエホバの苦難の僕であることを明らかにされた。彼は、その中に知恵と知識との宝がすべて隠されている方であり、その言葉は「霊」であり「命」である方であり、真理、肉において現わされた神である方だが、その方が「イザヤはわたしについて語ったのである」と述べておられるのである。


キリストの身代わりの苦難


さて、福音全体にとって次のことが決定的に重要である。「旧約聖書がかつて自らを凌駕して到達した、この最も深くて最も高遠な中心的発言」の中にメシヤは、律法授与者、教師、征服者、王としてではなく、至高の、孤独な、恐るべき永遠の受難者として現れる。彼の悲しみのような悲しみに並ぶものはなく、その内容に似ているものは何もない。「とても高く上げられた」――神に対するイザヤ独特の表現である（イザヤ六・一、五七・十五）――御座に座しておられる神のビジョンの直後――私たちは突如として、驚き恐れる目撃者たちの一団に直面する（ルカ二三・四八）。彼らは「だれよりも損なわれた彼の顔立ちに驚いた」（イザヤ五二・十四）。顔に血の汗を流し、顔をいばらで引き裂かれ、顔面を殴られ（ルカ二二・六四）、顔につばきを吐きかけられ（マタイ二六・六七）、髭を顔から抜かれ（イザヤ五〇・六）、死の苦しみで顔は震え、ついには暗闇がそれを全く覆った――これほどみすぼらしい悲惨な姿はないし、これほど恐ろしく傷つけられた顔立ちもない。しかしなぜか？厳しい二律背反が私たちを貫く。彼には罪がないことを否定するか、さもなければ、彼の苦難の身代わりとしての性質を認めるしかない。彼は神によってカインやコラのように正当に打たれたと評価するか、あるいは、彼は「暴虐を行わず、彼の口には偽りがなかった」こと、彼の悲惨なみすぼらしさや痛ましい悲しみは私たちのためだったことを認めるしかない。


しかし、神はこの点について決着をつけておられる。十二回、彼の苦難は身代わり・宥めのためにほかならなかったことがここに宣言されている。（１）「彼は私たちの病を負われた」。（２）「彼は私たちの悲しみを担われた」。（３）「彼は私たちの違反のために傷つけられた」。（４）「彼は私たちの罪科のために砕かれた」。（５）「私たちの平安のために懲らしめが彼に臨んだ」。（６）「彼の打たれた傷によって、私たちは癒された」。（７）「主は、私たちすべての者の罪科を、彼に負わされた」。（８）「私の民の違反のために彼は打たれた」。（９）「あなたは彼の魂を罪のためのささげ物とされる」。（１０）「彼は彼らの罪科を担う」。（１１）「彼は多くの人のあの罪を担う」。（１２）「彼は違反した者たちのためにとりなしをした」。なぜなら、彼が傷つけられたのは、私たちの違反によってではなく、私たちの違反のためだったからである。私たちの罪科が彼を砕いたのではなく、彼は私たちの罪科のゆえに砕かれたのである。「彼の打たれた傷」によって――むちひもではなく、先端が鉄のローマのむちによってつけられた生々しい傷跡によって――「私たちは癒された」のである。なぜなら、「彼は私たちの罪を、ご自身の体において、木の上で担われた」（一ペテロ二・二四）からである。*



* モーセの律法は四十回を超えるむち打ちを禁じていた。ローマの法律にはそのようなあわれみ深い制限はなかったが、厳しいむち打ちでユダヤ人たちを満足させて極刑を避けることをピラトが願ったため、「私たちの平安のための懲らしめ」が血肉に耐えられる限界にまで至ったにちがいない。両手を柱に縛り付けられ、背中はむき出しの状態で、巨体のローマ人がむちを振り下ろした。ひと打ち毎に血が流れたのである。



このように、この偉大な反対命題が常に啓示される。「私たちはみな羊のようにさまよい」。みなが神への道を見失った。みなが罪を犯して、それがすべて呪わしい重荷として戻って来た。差別なく、例外なく、みなである。「そして、主は私たちすべての者の罪科を彼に負わされた」。おびただしい罪、その結果である大きな咎、したがって避けようのない重い刑罰をみな――神は、想像もつかないような罪科という黒雲の中で担い、その後、地獄の嵐をキリストの頭上で――「激突させて」――砕かれたのである。それは、すべての人が――自分自身を除外する人は別として――「全世界のための宥め」（一ヨハネ二・二）である方によって救われるためである。


成就された肖像画


私たちは今、四千年間このように予示されていた実際の事実に到達する。聖霊はきわめて注意深く、私たちの主の苦難における特定の肉体的事実を強調して、キリストの苦しみの源（と私には思われる）を示された。聖霊は私たちの注意を特にその血に引いておられる。「彼の汗が」――これが一つ目の肉体的事実である――「血の大きな滴のようになって、地にしたたり落ちた」（ルカ二二・四四）。「のように」とは、それらが汗と混ざった血の塊であって、それゆえ純粋な血ではなかったからである。その夜の空気は冷たく（というのは、宮では火が灯されていたからである）、彼の敵どもはまだ彼を手荒く捕らえていなかった。さらに、私たちの主は（犠牲のいけにえに必要とされるように）肉体的に完全であり、きわめて健全な生活のおかげで全身壮健だったし、また人生の盛りにあった。これほど急速に衰弱しきった兆候が表れたのには、彼の肉体構成以外にもっともな理由があったにちがいない。「わたしの魂は」――私たちの主みずからこう述べて、血の汗の非肉体的原因を説明しておられる――「ひどく悲しく、死ぬばかりである」（マタイ二六・三八）。恐るべき魂の葛藤のせいで、血の汗が生じたのである。「過度の恐れと悲しみにより、体は衰弱して麻痺しかけたのである。他方、苦しみと葛藤が途方もない力でのしかかった。前者の下で精神活動は弱まり、また、皮膚血管の収縮のせいで、もし発汗していたとするなら、体はこごえて委縮していたはずである。後者の下で、心臓は激しく鼓動して、熱い大量の汗を――極端な場合は血の汗を――皮膚の毛穴から流れさせたのである」（Ｗ．ストロウト医学博士）。


ゲッセマネの苦しみの原因


では、何が突然イエスを竜巻のように襲って、額から血を流させるほどの恐るべき動悸を生じさせたのか？（１）それはやましい良心のせいではなかった。というのは、この時、「わたしは父のもとに行く。わたしはもはや、あなたたちと多くを語るまい。この世の支配者が来るからである。彼はわたしの中に何も持っていない」（ヨハネ十四・三〇）と言われたからである。宇宙で最も罪科を犯した目の探るまなざしでも、小羊の中に何の汚点も見いだせず、キリストの中に何の悪も見いだせなかったのである。（２）それは無力な恐れのせいではなかった。「わたしがわたしの父にお願いして、御使いの十二軍団以上を今すぐ遣わしていただくことができないとでも思うのか？」（マタイ二六・五三）。（３）それは死に対する恐れのせいではなかった。というのは、イエスは何度も何度も――崖のふちで、湖で、宮で――死に立ち向かわれたからである。恐れの痕跡はなかった。また、他の人々を死からよみがえらせた方、ご自身の復活について常に述べておられた方が、死のゆえに血の汗を流すなどということはない。また（４）それは人から拒絶されたことに対する悲しみのせいでもなかった。というのは、「あなたたちは幸いである」――と彼みずから言われたからである――「人々があなたたちを非難する時。喜び、歓喜しなさい」（マタイ五・十一）。血が流れたのは、御使いが彼を力づけた後のことである。なぜなら、血を流したのは弱さや恐れのためではなく、御使いによって計り知れないほど激化した魂の葛藤による苦しみのためだったからである。その理由を彼みずから私たちに告げてくださった。ゲッセマネの園に入るとき、彼は御父の御言葉を引用して、「わたしは羊飼いを打つ」（マタイ二六・三一）と言われた。ゲッセマネで主は私たちすべての者の罪科を彼に負わせ始められた。「あなたの激怒がわたしの上に重くのしかかり、あなたの激しい激怒がわたしの上を行った」（詩篇八八・七、十六）。御父との交わりがなくなったことにキリストが突然気づいた時――彼が人類最大の犯罪者という咎を負って進み出られた時――全く無垢な感受性によりこの罪の重荷に恐れひるんで、悲しみで気が狂わんほどの「衝撃」を受けられた時、彼はこの杯――「彼の激しい憤りのぶどう酒の杯」（黙示録十六・十九）――を自分から取り去ってくださいと懇願された。贖いが始まったのである*……。



* 人類の諸々の罪を告白して主に担ってもらうことは、彼の務めの黎明期から可能だった。というのは、小羊という身分で彼はバプテスマされたからである――つまり、彼は罪の重荷を負って汚れている者の立場を取られたのである。それゆえ、彼の務めの間、彼は「私たちの病を負った」（マタイ八・十七）と述べられている。それにもかかわらず、贖い――これは罪を担うことだけでなく、罪を宥めるものでもある――は、ゲッセマネで命の血が流れ始めるまで、始まりえなかったのである。




そして、深く激しい彼の受難の急流が彼の上に流れ落ちる。

そして、違反の川々が彼の人魂を圧倒する。

知られざる罪、思いもよらぬ罪、昼の罪、夜の罪、

漆黒の外の暗闇の罪が、彼のこのうえなく清い視野に押し迫る。

東の門で最初にケルブが剣を閃かせた時から、

主の来臨の前に書き記されることになる最後の時までの罪が。



兵士の槍


聖霊が特別に繰り返し強調して記録しておられる二つ目の肉体的事実について（ヨハネ十九・三四）。「兵士の一人が」――心臓の近くを斜めに突いて――「彼の脇を槍で突き刺すと、直ちに血と水が流れ出た」（ヨハネ十九・三四）――ただ重力の力によって、血の塊とおびただしい水状の液体が流れ出たのである。それらは明らかに別のものであり、少し離れた所にいたヨハネにもはっきりと見えるほどだった。私たちの主がゲッセマネを離れた瞬間、彼の全き平静さと、御父との交わりが回復した。というのは（彼がまさにその時について述べられたように）「あなたたちが散らされて、わたしを独り残す時が来ようとしており、そしてすでに来ている。しかし、わたしは独りではない。父がわたしと共におられるからである」（ヨハネ十六・三二）。しかし、十字架上で三時間――その間、彼は死にゆく強盗を慰め、ご自分の母をヨハネに委ね、絶えざる交わりの中で祈られた――経過した後、突然、超自然的な暗闇が臨んだ。再び、神の御顔は見えなくなった。三時間のあいだ私たちの主は、恐るべき静寂に包まれて、祈りも叫びも発せられなかった。ついに、恐るべきことに再び神から捨てられたことを示して、彼は「わが神、わが神、どうしてあなたはわたしを見捨てられたのですか？」と叫ばれた。そして、とうとう激しい動悸で心臓が破裂したのである*（死ぬまでに一、二分、意識があっただろう）。衰弱のせいではなく、心臓破裂のせいで死に瀕していた彼は、突然大声で叫んで、ご自分の霊を渡された。大祭司が昔いけにえを屠るときにそうしたように、渡されたのである。「この方は永遠の御霊を通して傷のないご自身を神にささげられました」（ヘブル九・十四）。苦しみが集中した特別な二つの時間帯―― 一つは一時間、もう一つは三時間続き、どちらも恐るべき肉体的兆候を引き起こした――が、神聖な贖いを構成しており、罪を担って焼き尽くすことを永遠に成就したのである。いけにえは、罪と一体化されると直ちに、まず屠られて、次に火で焼かれた。こうして、自らを死と地獄に渡したのである。ゲッセマネではその小刀がその働きを開始した。カルバリでは火が主から臨んで、その全焼のささげ物を焼き尽くした。ゲッセマネでキリストの意志は最終的にその小刀に服した。カルバリでその呪いが降りかかった。**死と地獄が、一度かぎり永遠に、人類の素晴らしい身代わりである方の上に降りかかったのである。最終的に、九時頃、イエスは「成就した」と叫ばれた――夕日がその光輝のかぎりを尽くして再び輝き出た――そして、いけにえなる方の苦しみは永遠に終わったのである。



* 「このような心臓破裂では、通常、即死することになる。また、この臓器を通して循環している血液が心膜（心臓を包む嚢）に浸透することになる。その血液は、このように血管外遊出すると、他のケースでは滅多にないが、その成分に分離する。つまり、血清と呼ばれる薄色の水状の液体と、凝血塊と呼ばれる深紅の柔らかい凝固物とに分離する。凝血塊もしくは赤い凝固物は血液の主成分をほぼすべて含んでおり、血清もしくは薄黄色の液体はおもに水から成っている」（Ｗ．ストラウト医学博士）。私たちの主がご自身の命を捨てられたのは、強制されたからではないことは確かである。「だれかが」――神も含めて――「それをわたしから取り去るのではなく、わたしがそれを自分から捨てるのです」。また、それは事実上、自殺ではなかった。なぜなら、彼は創造主からそうするよう明確な命令を受けておられたからである――「この命令をわたしはわたしの父から受けたのである」（ヨハネ十・十八）。しかし、十字架上の六時間後のこの死が、超自然的な自ら負ったものだったのか、それとも、即死することが不可避な状態に自発的に服することによって引き起こされた通常の死だったのか、私にはよくわからない。どちらも聖書的に思われるので、私は両者を組み合わせた。両者は必ずしも互いに相いれないものではないからである。私たちの主は、自然死を遂げる前に、あるいは、死ぬ行為の中で、いけにえをささげる大祭司として、ご自身の霊を渡されたのである（マタイ二七・五〇）。

** 破られた律法の呪いを、それを一度も破ったことのない方の上に臨ませる唯一の方法は、彼の死に方によるものだった。というのは、「木にかけられる者は呪われる」（ガラテヤ三・十三）からである。したがって、釘付けの瞬間に、呪いの恐るべき炉がキリストの上で燃え始めたのであり、この呪いの背後にはエホバがおられたのである。
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